
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

【

人

事

委

員

会

】

○

初

任

給

、

昇

格

、

昇

給

等

の

基

準

に

関

す

る

規

人

事

委

員

会

担

当

課

（

室

）

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

則

目

次

（

県

例

規

集

登

載

）

【

規

則

】

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

○

岡

山

県

規

則

で

定

め

る

立

入

検

査

等

を

す

る

職

行

政

改

革

推

進

室

○

選

挙

権

を

有

す

る

者

の

総

数

の

五

十

分

の

一

の

選

挙

管

理

委

員

会

員

の

身

分

を

示

す

証

明

書

又

は

証

票

の

様

式

の

特

数

及

び

三

分

の

一

の

数

例

に

関

す

る

規

則

（

県

例

規

集

登

載

）

【

告

示

】

○

指

定

障

害

福

祉

サ

ー

ビ

ス

の

事

業

の

廃

止

の

届

指

導

監

査

室

出

○

知

事

指

定

薬

物

の

指

定

医

薬

安

全

課

【

公

告

】

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

新

設

に

関

す

る

届

出

の

縦

経

営

支

援

課

覧

○

大

規

模

小

売

店

舗

の

変

更

の

届

出

の

縦

覧

〃

○

基

本

測

量

の

実

施

監

理

課

○

都

市

計

画

の

変

更

に

係

る

図

書

の

写

し

の

縦

覧

都

市

計

画

課

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

の

完

了

○

〃

〃

○

〃

〃

○

公

共

施

設

に

係

る

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

の

〃

完

了 岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
十
三
号

岡
山
県
規
則
で
定
め
る
立
入
検
査
等
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
又
は
証
票
の
様
式
の
特
例

に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
四
年
三
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
規
則
で
定
め
る
立
入
検
査
等
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
又
は
証
票
の
様
式
の

特
例
に
関
す
る
規
則

次
に
掲
げ
る
岡
山
県
規
則
で
定
め
る
立
入
検
査
等
を
す
る
職
員
の
身
分
を
示
す
証
明
書
又
は
証
票
に

つ
い
て
は
、
当
該
規
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
別
記
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

岡
山
県
県
土
保
全
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
六
号
）

二

住
民
基
本
台
帳
法
施
行
細
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
九
十
九
号
）

三

岡
山
県
消
費
生
活
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
七
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
三
号
）

（

）

四

岡
山
県
環
境
影
響
評
価
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則

平
成
十
一
年
岡
山
県
規
則
第
二
十
五
号

五

岡
山
県
太
陽
光
発
電
施
設
の
安
全
な
導
入
を
促
進
す
る
条
例
施
行
規
則
（
令
和
元
年
岡
山
県
規

則
第
三
十
七
号
）

六

岡
山
県
児
島
湖
環
境
保
全
条
例
施
行
規
則
（
平
成
三
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
八
号
）

七

岡
山
県
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
四
十

号
）

八

浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
の
登
録
等
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
岡
山
県
規
則
第
五

十
四
号
）

九

岡
山
県
立
自
然
公
園
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
六
号
）

十

岡
山
県
自
然
保
護
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
六
十
七
号
）

十
一

岡
山
県
希
少
野
生
動
植
物
保
護
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
五
年
岡
山
県
規
則
第
百
四
号
）

十
二

就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
施
行

細
則
（
平
成
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
百
三
十
七
号
）

十
三

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
六
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
号
）

十
四

岡
山
県
動
物
の
愛
護
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
規
則
第
六

十
四
号
）

十
五

児
童
福
祉
法
等
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
七
年
岡
山
県
規
則
第
四
十
三
号
）

十
六

岡
山
県
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
二
年
岡
山
県
規
則
第
七
十
九
号
）

十
七

貸
金
業
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
八
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）

十
八

岡
山
県
普
通
海
域
管
理
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
六
号
）

十
九

建
設
工
事
に
係
る
資
材
の
再
資
源
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
細
則
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
規

則
第
六
十
二
号
）

二
十

都
市
計
画
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
六
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
七
号
）

二
十
一

岡
山
県
宅
地
造
成
等
規
制
法
施
行
細
則
（
昭
和
四
十
三
年
岡
山
県
規
則
第
三
十
一
号
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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別記様式

（第１面）

第 号

立入検査等をする職員の身分証明書

職 名

氏 名

生年月日 年 月 日生 写

年 月 日交付 真

年 月 日限り有効

岡山県知事 印

（第２面）

この証明書を携帯する者は，下表に掲げる法令の条項のうち，該当の有無

の欄に丸印のある法令の条項により立入検査等をする職権を有するものです。

法 令 の 条 項 該当の有無

備考 記載する法令の規定の数に応じて，行を適宜追加すること。第２面につい

ては，その全部又は一部を裏面に記載することができる。
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
二
号 

 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百

二
十
三
号
）
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
廃
止
す

る
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

事
業
所
の
名
称
及
び
所
在
地 

  

１  

名
称 

シ
ェ
ル 

  

２  

所
在
地 

笠
岡
市
用
之
江
八
一
〇
番
地
一 

二  

事
業
者
の
名
称
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

  

１  

名
称 

 
 

 

一
般
社
団
法
人
ア
ン
マ
ー 

  

２  

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地 

笠
岡
市
用
之
江
八
一
〇
番
地
一 

三 

廃
止
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
二
月
二
十
八
日 

四 

事
業
所
番
号 

三
三
一
〇
五
〇
〇
三
九
六 

五 

サ
ー
ビ
ス
の
種
類 

就
労
移
行
支
援 
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◎
岡
山
県
告
示
第
百
三
号 

 

岡
山
県
危
険
な
薬
物
か
ら
県
民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
岡
山
県
条
例
第
十
七

号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
第
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
知
事
指
定
薬
物
を
次
の
と
お
り

指
定
す
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

一 

知
事
指
定
薬
物
の
名
称 

１ 

エ
チ
ル
＝
二
―
［
一
―
（
五
―
フ
ル
オ
ロ
ペ
ン
チ
ル
）
―
一
Ｈ
―
イ
ン
ド
ー
ル
―
三
―
カ
ル
ボ

キ
サ
ミ
ド]

―
三
・
三
―
ジ
メ
チ
ル
ブ
タ
ノ
ア
ー
ト
（
通
称
名
五
Ｆ
―
Ｅ
Ｄ
Ｍ
Ｂ
―
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、

五
Ｆ
―
Ｅ
Ｄ
Ｍ
Ｂ
―
二
二
〇
一
）
及
び
そ
の
塩
類 

２ 

二
―
（
三
―
メ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
―
二
―
（
プ
ロ
ピ
ル
ア
ミ
ノ
）
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
―
一
―

オ
ン
（
通
称
名
Ｍ
ｅ
ｔ
ｈ
ｏ
ｘ
ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ａ
ｍ
ｉ
ｎ
ｅ
、
Ｍ
Ｘ
Ｐ
ｒ
）
及
び
そ
の
塩
類 

３ 

二
―
［
（
四
―
エ
ト
キ
シ
フ
ェ
ニ
ル
）
メ
チ
ル
］
―
五
―
ニ
ト
ロ
―
一
―
［
二
―
（
ピ
ロ
リ
ジ

ン
―
一
―
イ
ル
）
エ
チ
ル
］
―
一
Ｈ
―
ベ
ン
ゾ
［
ｄ
］
イ
ミ
ダ
ゾ
ー
ル
（
通
称
名
Ｅ
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ｔ

ａ
ｚ
ｅ
ｐ
ｙ
ｎ
ｅ
、
Ｎ
―
Ｐ
ｙ
ｒ
ｒ
ｏ
ｌ
ｉ
ｄ
ｉ
ｎ
ｏ 

Ｅ
ｔ
ｏ
ｎ
ｉ
ｔ
ａ
ｚ
ｅ
ｎ
ｅ
）
及
び
そ

の
塩
類 

４ 

一
・
二
―
ジ
フ
ェ
ニ
ル
―
二
―
（
ピ
ロ
リ
ジ
ン
―
一
―
イ
ル
）
エ
タ
ン
―
一
―
オ
ン
（
通
称
名

α
―
Ｄ
二
Ｐ
Ｖ
、
Ａ
―
Ｄ
二
Ｐ
Ｖ
）
及
び
そ
の
塩
類 

二 

指
定
の
理
由 

 

条
例
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
薬
物
に
該
当
し
、
県
内
に
お
い
て
濫
用
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
た
め 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
告
示
は
、
令
和
四
年
三
月
九
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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〔

〕

（

）

、

九
〇

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号

第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り

次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
関
す
る
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
四
年
三
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー
長
船
店

所
在
地

瀬
戸
内
市
長
船
町
服
部
字
流
田
五
〇
五
番
二
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー

住
所

島
根
県
益
田
市
遠
田
町
二
一
七
九
番
地
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

飯
塚

正

３

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
ジ
ュ
ン
テ
ン
ド
ー

住
所

島
根
県
益
田
市
遠
田
町
二
一
七
九
番
地
一

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

飯
塚

正

４

大
規
模
小
売
店
舗
の
新
設
を
す
る
日

令
和
四
年
十
一
月
一
日

５

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

三
千
三
百
六
十
四
平
方
メ
ー
ト
ル

６

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

駐
車
場
の
収
容
台
数

六
十
六
台

(1)

駐
輪
場
の
収
容
台
数

十
六
台

(2)

荷
さ
ば
き
施
設
の
面
積

四
八
平
方
メ
ー
ト
ル

(3)

廃
棄
物
等
の
保
管
施
設
の
容
量

十
・
八
立
方
メ
ー
ト
ル

(4)
７

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
運
営
方
法
に
関
す
る
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻

(1)

午
前
七
時

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
閉
店
時
刻

(2)

午
後
九
時

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(3)

午
前
六
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で

駐
車
場
の
自
動
車
の
出
入
口
の
数

一
箇
所

(4)

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(5)

午
前
五
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

二

届
出
年
月
日

令
和
四
年
二
月
二
十
五
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
四
年
三
月
八
日
か
ら
同
年
七
月
八
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
瀬
戸
内
市
産
業
建
設
部
産
業
振
興
課

令和４年３月８日　岡山県公報　第１２３７６号



〔
九
一
〕
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
五
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ
い
て
、
縦
覧

に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
大
規
模
小
売
店
舗
を
設
置
す
る
者
が
そ
の
周
辺
の
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た

め
配
慮
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
有
す
る
者
は
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
縦
覧
期

間
満
了
の
日
ま
で
に
知
事
に
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

令
和
四
年
三
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

届
出
事
項
の
概
要

１

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

名
称

笠
岡
シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル

所
在
地

笠
岡
市
笠
岡
二
三
八
八
番
地
ほ
か

２

届
出
者
の
名
称
、
住
所
及
び
代
表
者
の
氏
名

名
称

株
式
会
社
せ
と
う
ち
エ
ス
テ
ー
ト

住
所

笠
岡
市
笠
岡
二
三
八
八
番
地

代
表
者
の
氏
名

代
表
取
締
役

山
本

大
介

３

変
更
事
項

大
規
模
小
売
店
舗
の
施
設
の
配
置
に
関
す
る
事
項

(1)
ア

駐
車
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

（
変
更
前
）

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
南
側
平
面

二
百
三
十
一
台

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
屋
上

三
百
六
台

立
体
駐
車
場
二
階

百
台

立
体
駐
車
場
三
階

百
台

立
体
駐
車
場
四
階

百
台

立
体
駐
車
場
屋
上

百
七
台

合
計

九
百
四
十
四
台

（
変
更
後
）

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
南
側

二
百
十
台

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
屋
上

二
百
二
十
一
台

立
体
駐
車
場
二
階

九
十
五
台

立
体
駐
車
場
三
階

百
台

立
体
駐
車
場
四
階

二
十
六
台

立
体
駐
車
場
屋
上

四
十
一
台

合
計

六
百
九
十
三
台

イ

駐
輪
場
の
位
置
及
び
収
容
台
数

（
変
更
前
）

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
北
西

二
百
七
十
台

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
南
東

十
台

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
北
東

三
十
八
台

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
北
東

十
四
台

サ
テ
ラ
イ
ト
笠
岡
棟
南
西

四
十
四
台

合
計

三
百
七
十
六
台

（
変
更
後
）

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
北
西

二
百
七
十
台

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
南
東

十
台

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
北
東

三
十
八
台

シ
ー
サ
イ
ド
モ
ー
ル
棟
北
東

十
四
台

サ
テ
ラ
イ
ト
笠
岡
棟
南
西

四
十
四
台

令和４年３月８日　岡山県公報　第１２３７６号



飲
食
店
舗
南
東

十
三
台

合
計

三
百
八
十
九
台

４

変
更
年
月
日

令
和
四
年
三
月
十
九
日
ほ
か

二

届
出
年
月
日

令
和
四
年
二
月
二
十
八
日

三

縦
覧
の
期
間
及
び
場
所

１

縦
覧
の
期
間

令
和
四
年
三
月
八
日
か
ら
同
年
七
月
八
日
ま
で

２

縦
覧
の
場
所

岡
山
県
産
業
労
働
部
経
営
支
援
課
及
び
笠
岡
市
産
業
部
商
工
観
光
課

令和４年３月８日　岡山県公報　第１２３７６号



〔
九
二
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土

交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 
 

 
 

 

 

  

岡
山
市
、
倉
敷
市
、

津
山
市
、
笠
岡
市
、

高
梁
市
、
新
見
市
、

瀬
戸
内
市
、
真
庭
市
、

美
作
市
、
和
気
町
、

新
庄
村
、
鏡
野
町
、

美
咲
町 

測

量

区

域 

基
本
測
量
（
電
子
基
準
点
測
量
） 

測

量

の

種

類 

令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
令
和

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で 

測

量

期

間 
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〔
九
三
〕
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
備
前
市
か
ら
備
前
都
市
計
画
用
途
地
域
に
つ
い
て
の
都
市
計
画
の

変
更
に
係
る
図
書
の
写
し
の
送
付
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同

法
第
二
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
写
し
を
次
の
と
お
り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。 

 
 

 

 
 

令
和
四
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

岡
山
県
知
事 

 

伊 

原 

木 
 

隆 
 

太 

一 

都
市
計
画
の
種
類 

 
 
 
 

備
前
都
市
計
画
用
途
地
域 

二 

都
市
計
画
の
変
更
年
月
日 

 
 

令
和
四
年
二
月
二
十
二
日 

三 

縦
覧
場
所 

 
 

岡
山
県
土
木
部
都
市
局
都
市
計
画
課 

 
 

な
お
、
原
本
は
、
備
前
市
産
業
部
都
市
住
宅
課
に
お
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。 

令和４年３月８日　岡山県公報　第１２３７６号



〔
九
四
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
三
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
字
西
茅
原
四
〇
九
一

三
、
四
〇
九
二

二
、
四
〇
九
四

二
、
四
〇
九

－
－

－

五
、
四
〇
九
六

二
、
四
〇
九
七

二
、
四
〇
九
八

三
、
四
〇
九
九
、
四
一
〇
一

三
、
字
熊

－
－

－
－

ノ
前
四
二
一
九

三
、
四
二
二
〇

一
、
四
二
二
一

三
、
四
二
二
二

一
、
四
二
二
二

四
、

－
－

－
－

－

字
西
茅
原
四
〇
九
一

三
地
先
か
ら
四
一
〇
〇
地
先
ま
で
道
、
字
熊
ノ
前
四
二
一
九

三
地
先
か

－
－

ら
四
二
二
二

七
地
先
ま
で
水

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
三
〇
一
八

矢
掛
町
土
地
開
発
公
社

理
事
長

山
野

通
彦

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
四
月
二
十
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
七
号

令和４年３月８日　岡山県公報　第１２３７６号



〔
九
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
三
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
新
本
字
窪
七
〇
八
〇

一
、
七
〇
八
〇

五
、
七
〇
八
〇

七
、
七
〇
八
〇

九
、
七

－
－

－
－

〇
八
〇

一
〇
、
七
〇
八
〇

一
一
、
七
〇
八
一

五
、
七
〇
八
一

六

－
－

－
－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
新
本
七
〇
八
〇

一

－

大
山

裕
太

大
山

茂
樹

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
四
年
一
月
二
十
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
九
七
号

令和４年３月８日　岡山県公報　第１２３７６号



〔
九
六
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
三
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
真
壁
字
赤
坂
四
三
六

四
、
四
三
六

五
、
四
三
七

六
、
四
三
七

一
一
、
四
三
七

－
－

－
－

一
二

－二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

総
社
市
駅
南
二
丁
目
四
〇

六

－

山
岡

正
弥

山
岡
美
代
子

三

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
十
二
月
八
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
三
四
一
号

令和４年３月８日　岡山県公報　第１２３７６号



〔
九
七
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
う
ち
、
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

令
和
四
年
三
月
八
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

小
田
郡
矢
掛
町
小
田
字
西
茅
原
四
〇
九
一

三
、
四
〇
九
二

二
、
四
〇
九
四

二
、
四
〇
九

－
－

－

五
、
四
〇
九
六

二
、
四
〇
九
七

二
、
四
〇
九
八

三
、
四
〇
九
九
、
四
一
〇
一

三
、
字
熊

－
－

－
－

ノ
前
四
二
一
九

三
、
四
二
二
〇

一
、
四
二
二
一

三
、
四
二
二
二

一
、
四
二
二
二

四
、

－
－

－
－

－

字
西
茅
原
四
〇
九
一

三
地
先
か
ら
四
一
〇
〇
地
先
ま
で
道
、
字
熊
ノ
前
四
二
一
九

三
地
先
か

－
－

ら
四
二
二
二

七
地
先
ま
で
水

－

二

公
共
施
設
の
種
類

道
路
、
公
園
、
水
路
、
下
水
道

三

位
置
及
び
区
域

開
発
登
録
簿
記
載
の
と
お
り
（
開
発
登
録
簿
は
、
岡
山
県
土
木
部
都
市
局
建
築
指
導
課
に
お
い
て

閲
覧
に
供
す
る

）
。

四

許
可
を
受
け
た
者
の
所
在
地
、
名
称
及
び
代
表
者
の
氏
名

小
田
郡
矢
掛
町
矢
掛
三
〇
一
八

矢
掛
町
土
地
開
発
公
社

理
事
長

山
野

通
彦

五

許
可
年
月
日
及
び
許
可
番
号

令
和
三
年
四
月
二
十
六
日
岡
山
県
指
令
建
指
第
二
七
号

令和４年３月８日　岡山県公報　第１２３７６号



岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
十
三
号

◎

、

、

。

初
任
給

昇
格

昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る

令
和
四
年
三
月
八
日

岡
山
県
人
事
委
員
会
委
員
長

秋

山

義

信

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

初
任
給
、
昇
格
、
昇
給
等
の
基
準
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
九
年
岡
山
県
人
事
委
員
会
規
則
第
三

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

「

別
表
第
一
イ
の
表
警
察
の
項
中

困
難
な
業
務
を
所
掌
す
る
参
事
官

を
」

「

に
改
め
る
。

困
難
な
業
務
を
所
掌
す
る
参
事
官

運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
長

」

「

別
表
第
一
ロ
の
表
警
察
の
項
中

総
務
統
括
官

を
」

「

統
括
官

に
改
め
る
。

」

附

則

こ
の
規
則
は
、
令
和
四
年
三
月
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和４年３月８日　岡山県公報　第１２３７６号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
十
三
号 

 

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
七
十
四
条
第
一
項
及
び
第
七
十
五
条
第
一
項

に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数
並
び
に
同
法
第
七
十
六
条
第
一
項
、
第

八
十
条
第
一
項
、
第
八
十
一
条
第
一
項
及
び
第
八
十
六
条
第
一
項
並
び
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を

有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は

そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と

を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に

八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ

て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。 

 
 

令
和
四
年
三
月
八
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

岡
山
県
選
挙
管
理
委
員
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

委
員
長 

 

大 
 

林 
 

裕 
 

一 

一 

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
五
十
分
の
一
の
数 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
一
、
三
四
一 

二 

選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ
の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場

合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を

乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が
八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八

十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十

万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
）
（
地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規

定
す
る
場
合
を
除
く
。
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
九
五
、
八
七
九 

三 

地
方
自
治
法
第
八
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
選
挙
権
を
有
す
る
者
の
総
数
の
三
分
の
一
の
数
（
そ

の
総
数
が
四
十
万
を
超
え
八
十
万
以
下
の
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
四
十
万
を
超
え
る
数
に
六
分
の
一

を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た
数
、
そ
の
総
数
が

八
十
万
を
超
え
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
八
十
万
を
超
え
る
数
に
八
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四

十
万
に
六
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
四
十
万
に
三
分
の
一
を
乗
じ
て
得
た
数
と
を
合
算
し
て
得
た

数
） 

  

総

社

市 

井

原

市

・

小

田

郡 

笠

岡

市 

玉

野

市 

津
山
市
・
苫
田
郡
・ 

勝 
 

 

田 
 

 

郡 
 

倉

敷

市

・

都

窪

郡 

岡

山

市

南

区 

岡

山

市

東

区 

岡

山

市

中

区 

岡
山
市
北
区
・
加
賀
郡 

選 
 

挙 
 

区 

一
八
、
八
五
一 

一
五
、
〇
二
五 

一
三
、
三
七
〇 

一
六
、
四
九
一 

三
五
、
六
七
五 

一
三
四
、
三
〇
一 

四
六
、
二
七
七 

二
六
、
一
四
四 

四
〇
、
三
〇
八 

八
四
、
二
五
八 

数 

 

久

米

郡 

浅

口

市

・

浅

口

郡 

美

作

市

・

英

田

郡 

真

庭

市

・

真

庭

郡 

赤

磐

市 

瀬

戸

内

市 

備

前

市

・

和

気

郡 

新

見

市 

高

梁

市 

選 
 

挙 
 

区 

 五
、
二
一
七 

一
二
、
六
四
七 

八
、
〇
一
三 

一
二
、
六
三
九 

一
二
、
〇
九
二 

一
〇
、
三
九
五 

一
三
、
四
三
四 

八
、
〇
九
七 

八
、
一
五
〇 

数 
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